
はじめに
補完代替医療は，アメリカのみならず我が国でも近年急速に脚光をあびている医学分野

であり，Complementary and Alternative Medicine（CAM）という用語が使われてい
る1）．そもそも代替医療とは西洋現代医学領域において，科学的未検証，臨床未応用の医
療体系の総称であり2），あくまで西洋現代医学を機軸としている．

補完代替医療の種類
補完代替医療とは具体的には，ビタミン・微量元素，サプリメント（健康食品），ハーブ

療法，アロマセラピー，鍼灸，気功，インド医学，食事療法，磁気治療，免疫療法，温泉
療法，芸術療法，音楽療法等々すべてを包含している．なお，米国国立衛生研究所（NIH）
の国立補完代替医療センター（National Center for Complementary and Alternative
Medicine：NCCAM）のホームページにはさまざまなCAM情報が掲載されている．

補完代替医療の利用率と種類
ハーバード大学の Eisenberg 博士らは，アメリカ成人の42.1％もの人達が代替医療を

用いていることを JAMAに発表した3）．また，日本ではその利用率は65.6％にも及んで
いることもわかっている4）．
実際に使用されている代替医療の種類は，アメリカと日本ではかなり異なっている．複

数回答調査によると，アメリカではリラクセーション16.3％，ハーブ12.1％，マッサー
ジ11.1％，カイロプラクティック11.0％である3）．一方，我が国ではサプリメント42.0％，
マッサージ31.2％，リフレクソロジー20.2％，アロマセラピー14.6％であり4），サプリメ
ント（健康食品）使用者が圧倒的に多いことが特徴となっている．したがって本邦のCAM
においては食品領域が重要である．
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（表1） 特定保健用食品

 1．おなかの調子を整える食品
オリゴ糖類（キシロオリゴ糖・フラクトオリゴ糖・ラクチュロースなど），乳酸菌類（ラクトバ
チルスGG株・カゼイ菌など），食物繊維類（サイリウム種皮由来の食物繊維・難消化性デキス
トリン・低分子化アルギン酸ナトリウム・難消化性でんぷんなど），その他の成分（プロピオン
酸菌による乳清発酵物）

 2．コレステロールが高めの方の食品
（大豆たんぱく質・キトサン・低分子アルギン酸ナトリウム・サイリウム種皮由来の食物繊維・
リン脂質結合大豆ペプチド・植物ステロールエステル・植物スタノールエステル・植物ステロー
ルなど）

 3．コレステロールが高めの方の食品，おなかの調子を整える食品
（低分子化アルギン酸ナトリウム・サイリウム種皮由来の食物繊維）

 4．血圧が高めの方の食品
（杜仲葉配糖体・サーデンペプチド・かつお節オリゴペプチド・ラクトトリペプチドなど）

 5．ミネラルの吸収を助ける食品
（クエン酸リンゴ酸カルシウム・カゼインホスホペプチド・ヘム鉄・フラクトオリゴ糖）

 6．ミネラルの吸収を助け，おなかの調子を整える食品
（フラクトオリゴ糖）

 7．骨の健康が気になる方の食品
（大豆イソフラボン・フラクトオリゴ糖・MBP・ビタミンK2）

 8．むし歯の原因になりにくい食品と歯を丈夫で健康にする食品
歯の再石灰化を促進する成分（CPP-ACP・リン酸-水素カルシウム・フクロノリ抽出物・酸オ
リゴ糖カルシウム）
むし歯の栄養素にならない成分（キシリトール・還元パラチノース・マルチトール）

 9．血糖値が気になり始めた方の食品
（難消化性デキストリン・グァバ葉ポリフェノール・小麦アルブミン・L-アラビノース・豆鼓エ
キス）

10．血中中性脂肪，体脂肪が気になる方の食品
（ジアシルグリセロール・グロビン蛋白分解物・中鎖脂肪酸・茶カテキン・EPA・DHA）

11．血中中性脂肪，体脂肪が気になる方，コレステロールが高めの方の食品
（ジアシルグリセロール・植物性ステロール）

食品の分類
食品は特別用途食品，保健機能食品といわゆる健康食品に分類することができる．
1）特別用途食品
特別用途食品とは，高血圧症，腎臓疾患，乳児，妊産婦，高齢者用など特別の用途に適

するという表示を厚生労働大臣が許可した食品をいう．具体的には，低ナトリウム食品，
低カロリー食品，低たんぱく質食品，アレルゲン除去食品，乳児用調製粉乳，妊産婦，授
乳婦用粉乳，そしゃく困難者用食品等がある．
2）保健機能食品（特定保健用食品・栄養機能食品）
保健機能食品には特定保健用食品と栄養機能食品がある．
①特定保健用食品とは
特定保健用食品は，生活習慣病の『危険要因の低減・除去』に役立つように工夫された

食品で，機能表示することを個別許可した食品である．平成18年 4月現在「特定保健用
食品」は583品目を数える（表1）．
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②栄養機能食品とは
栄養機能食品にはビタミン類12種類，ミネラル類 5種類がある．ビタミンとしては，

ナイアシン，パントテン酸，ビオチン，ビタミンA，ビタミンB1，ビタミンB2，ビタ
ミンB6，ビタミンB12，ビタミンC，ビタミンD，ビタミン E，葉酸が，ミネラルとし
てはカルシウム，鉄，亜鉛，銅，マグネシウムがある．
なかでも，産婦人科医にとっては葉酸が重要となろう．葉酸の先天性神経管欠損症に対

する予防効果は大規模介入試験によって証明されている．厚生労働省も葉酸の積極的な摂
取を呼びかけ，一日0.4mg以上の葉酸を摂取すれば予防効果があるとし，特に妊娠を計
画中の女性については，葉酸を確実に摂取できるサプリメントの利用も勧めた．葉酸を減
少させる薬物としては，経口避妊剤，H2ブロッカー，フェノバルビタール等があるので，
これらの薬剤を投与されている患者には葉酸が必要であろう．
3）サプリメント（健康食品）とは
いわゆる健康食品とは便宜上の用語なため，健康補助食品，栄養補助食品，サプリメン

ト等さまざまな名称で呼ばれているのが現状であり，米国ではDietary Supplement と称
されている．健康食品は一般に通常の食品の形態をとることはなく，粉末，顆粒，錠剤あ
るいはカプセルなどの形状をした食品である．したがって，外観上は医薬品とほとんど見
分けがつかないものが多い．健康食品は食品衛生法により規制されているだけであり，効
果・効能を謳うことはできない．一般の人や患者が最も使っているのはこれら健康食品で
ある．
①がんの代替療法におけるサプリメント
がんの患者が健康食品を使用している例が急増しているので，2001年に厚生労働省は

がん研究助成金を交付し，「がんの代替療法の科学的検証と臨床応用に関する研究」班を結
成した．そして「がんの補完代替医療ガイドブック」が最近完成した5）．
研究班の報告によると，がんの医療現場における補完代替医療の利用頻度に関しては，

がん患者の44.6％（1,382名�3,100名）が 1種類以上利用していることが明らかとなっ
た6）．さらに，特徴的な点として，健康食品・サプリメントの利用頻度が際立って高く
96.2％に達している．内訳としてはアガリクス60.6％，プロポリス28.8％，AHCC7.4％
と続いている5）．
②更年期障害のサプリメント
Newton et al. は45～65歳のアメリカ人女性886人を無作為に対象とし，8種類の代替

医療の利用状況を調査したところ，代替医療を利用していたものは76.1％にも及び，な
かでも更年期症状に対して代替医療を利用していたものは22.1％であり，最も利用頻度
の高かったものは薬局でのサプリメント等の購入（13.1％）であった7）．以下，更年期障害
とサプリメントについて簡単にまとめた．
A．大豆イソフラボン（Soy Isoflavones）
最近，HRTの代替療法として最も一般的に使用されているのは大豆製品である8）．植物

性エストロゲンとして有名な大豆イソフラボンにはゲニステイン（Genistein）とダイゼイ
ン（daidzein）などがある．大豆は hot flash の頻度を40％減らすことが報告されている9）

のをはじめ，その有効性は多く報告されているが，有効性を見出せなかったとする報告も
ある．ただ，大豆製品に限らず植物性エストロゲンを有する製品は，乳癌や子宮体癌患者
は使用しないことが望ましく，厚生労働省も平成18年 5月に大豆イソフラボンの一日上
限量を大豆イソフラボンアグリコン換算で70～75mgと定めているので，摂取量につい
ては留意が必要である．大豆製品で時に胸焼けなどの胃腸障害を起こすことがある．
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B．ブラックコホッシュ（Black cohosh）
ブラックコホッシュは米国で人気の高いサプリメントであり，古くから月経不順，無月

経，更年期障害の治療に用いられて来た．ブラックコホッシュが更年期障害に有効である
とする報告もあるが，最近行われた大規模臨床試験では無効であるとされている10）．
C．その他
更年期障害用の食品には月見草（Evening primrose），ムラサキツメクサ（Red clo-

ver），貞操木（Chaste tree），高麗ニンジン（Ginseng），当帰（Dong quai），デヒドロエ
ピアンドロステロン（DHEA）などがあるが臨床報告が少ないのが現状である．ただ，最新
の研究では，月経困難症に有効とされるピクノジェノール（フランス海岸松エキス）11）12）が，
更年期障害の諸症状にも有効であることがわかった13）．ピクノジェノールは植物性エスト
ロゲンではないので今後の研究に期待が持たれている．
以上，更年期障害のエビデンスが比較的揃っているものは，大豆イソフラボンである．

その他さまざまなサプリメントが市中に溢れているが，実際の臨床に応用するのは確固た
るエビデンスと安全性が確保されてからにしたい．

おわりに
現在アメリカ医師会のみならず，わが国の医療従事者の間にも補完代替医療をきちんと

科学的に検証すべきであるという考え方が広まりつつある．すなわち，各種代替療法を頭
から否定したり，無視したり，強い規制をかけたりするよりも，むしろ，患者の立場に立っ
てこれら未確認の治療法を基礎的さらには臨床医学的に厳密に科学検証したうえで，取捨
選択するという地道な努力が必要であると思われる．
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